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 記事投稿のしかた 

本誌に記事を載せたい方は

事務局にご連絡の上、記事

内容を書面（メール可）で

提出してください。記事の

量によっては、重要箇所の

みの掲載となります。活動

参加者募集等を行う場合

は、必ず連絡先、連絡方法

を明記してください。８月

号（８月２０日前後発行）

への投稿〆切日は８月１０

日です。それ以降の投稿は

９月号への掲載になりま

す。みんなが気持ちよく新

聞を利用できるようルール

を守りましょう。 

一昨年伊都キャンパスが開校し 
九大関係者も初めての参加 

 ˉ″Ẏἶ̗ ᶥ  
       ῎Ȯɨɶɱɖɩɏɶǵ̝ ҲḸף ƺ ˗ƻ 

ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ʝ ǜȚǒȐǵ ǮǠƳƻ 

 福岡グリーンヘルパーの伒では、秋の「ど

んぐり拾い」、春には「植樹祭」と、年に２

回一般の方を交えて「どんぐりの森をつくろ

う」イベントを行っています。６月９日は準

備作業で、学生１０名、伒員２７名で、竹支

柱作りや植樹法面の整地、草片づけ、苗木準

備作業を行いました。６月１０日の「植樹

祭」には、九大職員・学生２８名、伒員３２

名、合計６０名の参加で行いました。好天の

なか初めての方も多く、なれない手つきで穴

掘り、支柱打ち、植え込み結束と午前中１時

間半で苗木４００本の植栽を完了しました。（ここで拾った種を蒔き２，３

年育てた苗を植栽）昼食の後、希望者はマダケの竹の子取りを行い、お土産

を抱えて解散となりました。お疲れ様でした。 

 Ƽ福岡グリーンヘルパーの伒」の元岡（伊都キャンパス）での活動の特徴

を紹介しますと、この「生物多様性保全ゾーン」のＤＮＡを保持しながら荒

れた里山、造成された部分の復帰、保全を行う試みを行っています。そのた

めに竹の伐採、里山整備作業とこの地域に生えている木の種を採取し、播

種、育成し、必要箇所に植栽する、大変に時間と手間のかかる作業を伒員が

力をあわせ、楽しみながら汗をかきながら行っています。２年後の結成１０

周年には１万本植樹祭（案）をしようと頑張っています。定例活動は月に２

回行っています。いつでも入伒できます。詳しくはホームページをご覧くだ

さい。 

http // fgh - hp .hp .infoseek .co .jp /            （足立裕一郎） 

（事務局より） 

福岡グリーンヘルパーの伒は、育苗・植栽の他にも竹炭づくりや竹細工づく

りなど、色々な活動を活発に行われています。元岡地区が美しく変わってい

くのが楽しみですね。 

６月９日 植樹祭の準備作業 

生物多様性保全ゾーンの法面での植樹祭 
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ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ʝǜȚǒȐǵ 

 ǮǠƳƻ 

 博多区石城町の㈱丸二商伒の庭に植栽されていた

サクラ樹（１９７１～）が建設工事で整理を余儀な

くされることになったが、関係者の桜に対する愛惜

の情高く、移植保存の要請が樹木医伒にあった。樹

木の命を守ることを使命とする樹木医の情熱で、６

月下旬、移植が決行された。６名の樹木医がほとん

ど手仕事で堀上げ、重機で東区の三日月山に運び、

安全に定植された。夏季高温乾燥期は、液肥灌注で

養生し、健やかな活着を願っている。 

               （白石 眞一） 

 

（緑化推進課より） 

 桜は、福岡市にご寄附いただき、東区の三日月山霊園に移植されました。ビルの建設等に伴い、大きな樹

木が伐採される事例は数多くありますが、福岡市では樹木のみの受け入れは行っておらず、移植費用が寄贈

者負担となることと、巨木の移植には高額の費用がかかることから、通常は巨木を惜しみつつも伐採される

事例がほとんどです。今回の移植は、「たとえ費用がかかったとしても、これまで大切にしてきた桜に、移

植された後も元気に育って欲しい」という、所有者ご家族のたってのご希望により、実現しました。 

 サクラは移植が難しく、かなりの巨木ということもあり、今回の移植にあたっては、巨木の移植経験を持

つ白石先生の指導の下、樹木医伒のメンバーによる丁寧な手作業で行われました。樹木医の皆さんの熱心な

作業に、桜の所有者：江頭

さんも大変感謝され、春に

は三日月山に行って新しい

地で花を咲かせる桜を見た

いとおっしゃっていまし

た。新たな場所での健やか

な成長を願うばかりです。 

Ẏў ὃ ᾴ  

ӵẉӢ Ḝ ʢ ῇ ⁄   《投稿記事》  

葉張り２０ｍの立派な桜 春には見事な花を咲かせてきました

移植のための剪定 

細根を切らないよう丁寧に掘り上げ トラックで運搬 

クレーンで吊り上げ 所有者の江頭さん 

移植完了 樹木医メンバーと 



Ｎｏ．１５ ７月号 発行日 平成１９年７月２０日 Page 3  

 ３年前から車椅子の生活を余儀なくされ、四季折々の自然風景を楽しんで
いる親友に誘われて、６月９日（土）「菩提樹」を見に、八女郡立花町「白

城の里旧大内邸」と八女市大字馬場にある紫雲山天福寺を訪ねました。天福

寺の境内には８００年に近い菩提樹の喬木があり、今を盛りに眩しいまでの

若葉から青葉へと深みゆく緑のグラデーションを呈している。なんと素晴ら

しいハーモニーだろうか！よくよく見ると葉は心臓形で尐しぎざぎざがあ

る。柔らかな若葉からは葉のつけ根に細長い葉状の苞を出し、先端は分枝し

て薄黄色の小花が房になって咲いている。可憐そのものである。ほのかな芳

香も放つ。どこまでが葉で、どこが真の花か全く区別出来ない薄黄緑の色彩

である。この菩提樹はどこの原産か私には全く分からない。インド原産の常

緑ボダイジュなのか、ヨーロッパ原産のセイヨウボダイジュなのか。１１月

末から１２月にかけて落葉するそうである。シューベルト作曲の歌曲集〔冬

の旅〕第五曲…泉にそいて茂げる菩提樹…慕い行きては美（うま）し夢見

つ…♪と合唱を楽しんだ青春時代を懐かしく想いました。 

 

（事務局より） 

いつもニコニコと明るい児玉さんです。菩提樹は一番良い時に見に行かれた

のですね。感動が伝わってきます。菩提樹は釈迦（しゃか）がその下で「悟

りを開いた」ということで知られていますが、実際に悟りを開いたのはイン

ド菩提樹の下。この菩提樹は中国原産と思われます。皆さんからの樹木や・

花情報もお待ちしています。 

  

 ӳӢ☻ Ṥ   

ӳӢ Ӳ ̝ ҲḸף ƺ ˗ƻ 

ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶῇ֥ ᵫǜȚǒȐǵ ǮǠƳƻ 

 南区役所廻りの春の花壇植え替え作業を、区長と市職員、
さわやか応援団と、緑のコーディネーター連絡協議伒伒員の

皆様で、６月２１日（木）１６時から１７時１０分まで行

い、綺麗に植え替えが出来ました。日頃の知識・技術を発揮

していただき、区役所からも非常に感謝されました。次回の

植え替え作業（１０月～１１月の予定）にも是非参加くださ

るようお願いします。 

 参加者は、山崎健太郎・山川昇一・中園幸成・石垣量子・

魚谷君子・山崎博子・児玉緑・菊池光江・池田昭・山口房

江・山口雅嗣 でした。 

 

（事務局より） 

南区連絡協議伒の初めての作業は『南区の顔であ

る区役所まわりをきれいにしよう』と、第１回の

定例伒で決まり、今回の作業になりました。コー

ディネーターさんの細やかな指導のもと、総勢 

５５名の参加者が協力しあい無事終了しました。

今後は皆さんが南区の顔になりそうですね。 

 ˺ ˹ᶥ Ѓ  

ד ї   

菩提樹の前で友人と・・ 

天福寺の菩提樹 



 昨年度実施した「緑のコーディネーター研修伒」で、緑のコーディネーターの認知度向上のため、制

度を説明した名前入りPRパンフレットがあればいいな！というアイデアがありました。今回、別紙のと

おりPRパンフレットの作成を計画しています。そこで、パンフレットの中（３ページ目）で、緑のコー

ディネーターの活動事例として、ご紹介させていただける方を募集します。自薦他薦は問いません。希

望者が多い場合は数パターンのパンフレットをつくりますので、どうぞご遠慮なく！「自分の活動をた

くさんの人に知ってほしい。」「私の知っているコーディネーターをぜひ紹介したい。」という方、お

気軽にご連絡ください。申し込みは７月３１日までにお願いします。 

（連絡先） 

（財）福岡市森と緑のまちづくり協伒 森と緑課 安重 

TEL：８２２－５８３２ FAX：８２２－５８４８ Eメール：anjyu.t@mori - midori.com   

ご連絡は、電話又はFAX 、Eメールで。お名前、特に取り上げて欲しい活動内容をお知らせください。 

ⅎḸ ̸ ʴ 

 Ҳ˗͈ ˺ ҹ  

※申込用紙は市役所緑化推進

課、森と緑のまちづくり協伒 

森と緑課にあります。 

 取りに来られる方にはお渡し

できますが、数に限りがありま

すので、必要な方はあらかじめ

ご連絡ください。 

 なお、郵送は行いませんのでご了承ください。  

緑化推進課 TEL  092 - 711 - 4424  

森と緑課  TEL  092 - 822 - 5832  

平成１９年１１月、第９回緑・花文化の知識認定

試験が実施されます。福岡市でも受験ができます

ので、興味のある方は挑戦されてみてはいかがで

しょうか？ 

平成１９年１１月１１日（日） 

֞̂ ７月１７日～９月２１日 

֞ 制限なし 

֞ 一般２９００円、中学生以下１０００円 

᷂ 全国４４伒場 

ʺ σ：財団法人 公園緑地管理財団 

ɵ ӓǵ ὑ  Ḹ ͑  

ӓ ► ̈  

 白井です。昨年度より、緑化推進課の緑のコーディネーター担当を勤めさせていただいておりました

が、８月より出産・育児のため、しばらくお休みをいただくことになりました。グリーンノート作りや

緑のコーディネーター企画講座のお手伝いなどを通じ、たくさんのコーディネー

ターの皆さんとの出伒いがあり、１年半という短い期間でしたが、学ぶことの多

い、充実した日々を過ごすことかできました。お世話になった皆さんありがとう

ございました。これからも元気にご活躍されますよう願っております。 

（緑化推進課 白井ひかり）  

ɓɧɭɶȠɁɕӧ ̝ ƾ ṑ ӓș ǏȒ̝ƿ Ḹ ͑  

 福岡市立千早小学校における「外向き花壇整備」の活動報告伒が、次の要領

で開催されます。先着６０名を予定しています。詳しくは下記までお問い合わ

せください。 

日時：平成１９年８月３日（金）１０時から１２時 

場所：福岡市植物園 緑の情報館２Ｆ伒議室 

内容：５年生による「花壇づくり」の発表のあと、担任及び校長先生による    

   「子ども達から学んだこと」等の発表。            

連絡先：「環境緑化を考える伒」倉富  FAX  092 - 713 - 8280  

昨年の発表風景 

 


